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マ オ リ研 究 の 系 譜 と そ の 展 開

石 森 秀 三*

1.は じめ に

五,マ オ リ研究 の系 譜

 1・ 探 検家 ・宣 教 師 ・商 人

 2.植 民者 た ち

 3.ポ リネ シァ協 会 の設 立

 4.第 三世 代

  1)伝 統 文 化 の 体系 的 復 元

  2)文 化 変 容 の 研 究

  3)マ オ リ人 に よ る マオ リ文 化 の研 究

  4)Firth・Keesing・Rangi Hiroa

 5.第 四世 代

  1)マ オ リ学 の 成立

  2)Maoritangaの 研 究

  3)専 門 分 化

 6.第 五 世 代

皿.テ ーマ 別研 究動 向

 1.マ オ リ文 化 一 般

 2.社 会 組織

 3.民 族 宗教

 4.民 族 芸術

 5・ 言 語 文 化

 6,コ ミュニ テ ィー 研究

 7. Rakau Studies

 8.Urban Maoris

 9.そ の 他

文  献

1.は じ め に

 1975年 は,マ オ リ研究に とって,新 しい時代 のは じま りを示唆す る,重 要 な年 であ

った・ この年 に,ニ ュー ジー一ラン ドの大学では じめて,マ オ リ学(Maori Studies)の

講座 が創設 されたか らであ る。一つ の研究分野が意義 ある発展を とげるためには,大

学な り,研 究所 なりで,独 立の講座 をもたなければ,多 くをのぞむ ことはで きない。

独立 の講座が あっては じめて,研 究 ・教育の両 面において0貫 したプ ログラムを推進

す ることがで きる。 この意味か らすれば,マ オ リ学 の講座が大学 に新設 され たという

ことは,マ オ リ研究が今後,独 自の研究 ・教育 プ ログ ラムを もって新たなる展開 をと

げ るための足がか りをつかんだ ことを示唆 している。

 そ こで,こ れを機会に,い ままで にお こなわれたマオ リ研究の回顧 と展望をお こな

お うとす るのが,本 稿の意図で ある。本稿では,ま ず は じめにマオ リ研究 の歴史的展

開を論 じ,つ いでテーマ別 の研究動向についてふれる予定で ある。

 わ た しは,1969年 か ら71年 にか けて約2年 間,ニ ュー ジー ラン ドに留学す る機会を
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えた。その間 に,マ オ リ研究 に関す る文献 目録の作成 を試 みたことが ある。 しか し,

そ の 目録を公 にす る機会のないまま今 日にいた った。 ところが幸 いに も,1975年 に短

期間で はあるが,ニ ュー ジー ラン ドを再訪す る機会があ り,最 近 のマオ リ研究の動向

を知 ることができた。そのため,本 稿 は,以 前 に作成 した文献 目録 と最近入手 した研

究動向を軸に して,マ オ リ研究の回麟 と展望 を試みた ものである。

 マオ リ研究 の動 向につ いては,EBeagleholeが1937年1こ 紹介 したほか はあま り論

じられていない[BEAGLEHOLE l 937]。 ま た同様に,マ オ リ研究 の文献 目録 について

は,C・R. H. Taylorが ま とめた ものがた いへんす ぐれているが,そ れは1960年 以 前

に刊行 された文献 のみをあつか ってい る[TAYLOR l965]。1960年 代 および70年 代 に

公 にされた文献を包括的 に集成す る試 みは,ま だお こなわれていない。 そのため,本

稿 は,こ れ らの空白を うめるた めにま とめた もので あり,マ オ リ研究推進 のための基

礎的作業 の一環で ある。

 な お,マ オ リ文化に関す る考古学的研究について は,本 稿で は一切ふれていない。

これにつ いては,す でにか な りの硬究の蓄積 があ り,そ れ らを評価す るのは,わ た し

の任で はないか らである。

H.マ オ リ研 究 の 系譜

1.探 検 家 ・宣 教師 ・商 人

 マ オ リ人 と最初 に接触 した白人 は,オ ランダの探検家Abel Tasmanで あ った。彼

は,1642年 に ニ ュージー ラン ドの南島を発 見 し,マ オ リ人 とはじめて接 した。 しか し,

そ の出会 いは決 して友好 的な もので はなか った。 こぜ りあいか ら両者 とも死者をだ し

たか らで ある。部下を殺 されたTasmanは,こ の島は植 民地 に適 さない と判断 した。

この不幸 な出会 いは,マ オ リ人 にとって は幸いであ った。 その後,約 一世紀間にわた

って,白 人 の視野か らまぬがれたか らで ある。

 長 い沈黙 をやぶ って,ニ ュー ジー ラン ドを再発見 したのは,英 国の 探検家,james

Cookで あ る。彼は,1769年 に,ニ ュー ジーラン ドの北島を発 見 した。 Tasmanの 場

合 と同様,Cookと マ オ リの出会 いも緊張をは らんだ もので あった。 しか し,幸 いな

ことに,Cookは タ ヒチ島の酋長 を一人同行 していたので,こ の酋長 の仲立 ちによっ

て,マ オ リとの危機を回避で きた。 ここにお いて,マ オ リ人 と白人 のあいだにおいて,

は じめて友好 関係 が樹立 された。 マオ リ人の存在が,ヨ ー ロリパ世界 には じめて招介

されたのは,こ のCookの 探 検隊の報告書 によ ってで ある[CooK 1784]。

 つ いで,19世 紀 にはいると,オ ース トラリアのアザ ラシ漁船 や捕鯨船 が,ニ ュージ

ー ラン ドの 近海にあ らわれは じめた。 これ らの船 は,食 料 と燃料 の 捕給 のために,
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海岸近 くに住むマオ リ人 と 接触 した。 その間 にも,各 国か ら,探 検隊 がやって きた

[SAvAGE l 807]。 探 検家のつぎにあ らわれたのは,宣 教師で ある。1814年 に,オ ー ス

トラ リアか ら,三 人の宣教師が到着 した。キ リス ト教 の伝来で ある。 これ らの宣教師

と相前後 して,マ オ リ人の もとにや ってきたのは,英 国の商人 たちであ る。商人 たち

は,鉄 斧 やナイフや衣類 と交換に,木 材 と亜麻を手に入 れた。探検家 ・宣教師 ・商人

たちは,ヨ ー ロッパ の列国が植民地 をつ くる ときに,つ ねにその先兵の役を はた して

いる。ニ ュー ジー ラン ドの場合 もまた,そ の例外で はなか った。

 そ の上,探 検家 ・宣教 師 ・商人た ちは植民地化の露払いだ けでな く,植 民地に住 む

未開人 についての レポーターの役 目もにな っていた。彼 らは,マ オ リ人 の未開生活の

ことを,ヨ ー ロッパ世界 に細か く書 きお くった[CRuIsE l 823;CRAIK 1830;EARLE

l832;YATE I 835;BANNIsTER I 838;DIEFFEBAcK l 843]。 ご多分 にもれず,彼 らの

著 した見聞記は,偏 見にみちた もので あった[GEDDEs l 960:vii-ix]。 しか しなが ら,

い かに偏見 に満 ちてい るとはいえ,彼 らの見 聞記 は文化接触時 にお けるマオ リ人の伝

統 的生活 の一端を知 るための唯一 の資料であ り,そ の点 では貴重で ある。

2.植 民 者 た ち

 1840年 は,そ の後のマオ リ人 の不幸 な運命のは じま りを暗示す る,重 要な年 であ っ

た。 この年 に,マ オ リの諸部族 と英 国の あいだで,ワ イタ ンギ条約がむすばれ,ニ ュ

ージー ランドにお ける英国女王 の主権iが確定 した[slNCLAIR l969=70 -73] 。 こ の条

約 が締結 された ことに よって,英 国 はニ ュー ジー ラン ドを自 らの領土 として専有す る

こととな った。マオ リ人は条約 の重要性を十分に認 識 しないままに調印をお こな った

のである。 しか し,こ の条 約はす ぐに効力を発揮 し,こ の年 を境 に英 国か らの移 民が

年を追 って,急 増 した。移 民の大量流入 は必然的に,土 地 の需要 の増加を意味 してお

り,先 住 民族で あるマオ リ人 と白人 のあいだで土地 をめ ぐる紛 争が不可避 となった。

 1860年 に,マ オ リ人 と白人のあいだで,土 地をめ ぐって各地 で戦 争が おこった。マ

オ リ戦争(Maori Wars)も し くは土地戦 争(Land Wars)と よ ばれる争 い の勃 発 で

あるIDALToN 1967:174-180]。 戦 争は約5年 間にわた って継続 された。しか し,銃

火器 をは じめ とす る物 量に歴然た る差があ る以上,結 末は戦 う前か ら明白であ った。

戦 争は白人側の勝利におわ った。戦争終結後,白 人が真先にお こな ったのは,マ オ リ

の諸部族 の土地の没収であ った。戦争賠償 として没収 したのであ る。 これによ って,

約300万 工 一カーという広大なマオ リの土地が,白 人 の手 に わ た った[SORRENSON

1965:28-29]。 戦 争に ともな う社会的混乱 の上 に,な おかつ土地 まで奪 われたマオ リ

人は,自 暴 自棄 な生活を余儀 な くされ,伝 統文化が急速 に くずれは じめた。急激 な文

化変容のは じま りで ある。

 マ オ リ人 にとって,英 国か らの植民者 は不幸を もた らす使者で あった。けれど も,

308



石森 マオ リ研究 の系譜 とその展開

マオ リ研究の歴史か らす ると,別 の評価が可能である。 つま り,マ オ リ人 に不幸 を も

た らした,英 国か らの初期の植民者た ちは,そ の後のマオ リ研究 にとって,そ の礎 を

きずいた人たちで あった。

 英 国本国の政治犯の流刑地 として スタ0ト した,オ ース トラ リアの場合 と異 な り,

ニ ュー ジー ラン ドへ の植民 はかな り理想主義的色彩の強い ものであ った
。植 民者 た ち

は,ニ ュージ0ラ ン ドにおいて,理 想社会の建設をめざ したので ある。 しか しもちろ

ん,現 実世界 は予想外 にきび しく,理 想 の実現は容易で はなか った。 しか しなが ら,

植 民が本格的 にはじま って間 もな く,こ れ らの英国か らの植民者 はニ ュージー ラン ド

協会(New Zealand Society)'を 設 立 した。1851年 の ことで ある。 この協会 は,ニ ュ

「ジー ラン ドの自然 と原住民マオ リの 文化 を調査 ・研究す ることを 目的 として つ く

られた ものである。 この協会はよ り発展 して,1867年 に ニ ュージー ランド王立協会

(Royal Society of New Zealand)と な った[CoNDLIFFE l 971:147-148]。 このほ

か,初 期 の植民者た ちは,入 植 して時を経ずに,白 人 の主要 な居住地 であ った,オ ー

ク ラン ド,ウ ェ リン トン,カ ンタベ リー,オ タゴに,そ れぞれ博物館を建設 した。 それば

か りか,こ れ らの主要地 に大学 も設立 した。植民の初期 とい う開拓状況のなか では,

腕 力がすべてで あり,知 力な どは必要 ないはずで あった。けれど も0ニ ュージー ラン ド

の初期 の植民者は,そ の ような状 況のなか で,つ ぎつ ぎと文化事業を推進 したので ある。

 荒 れた植民地のなかにつ くられた知的雰囲気 の もとで,マ オ リ研究の礎 がか ため ら

れた。まず,宣 教 師で あるW.Williams[1844]が,マ オ リ語辞典 を完成 させた。この

辞典 は,そ の後,編 者 をあ らたに して,何 回か改訂がなされ,マ オ リ語 の もっともす

ぐれた辞典 と して現在 ももちい られてい る[H.W. WILLIAMS l971]。 同 じく宣教師

のE.Shortland[1856,1882]が,マ オ リの伝統 的宗教の ことを くわ しく調べて い

る。また,ニ ュー ジー ラン ド総督をつ とめたG.Grey[1855]が,マ オ リの神話 につ

いて本 を出版 してい る。 このほか,軍 人,政 治家,官 吏,商 人な ど,多 彩 な職業 を も

つ人 々が,マ オ リ文化 の諸相 について記述 して いる[TAYLOR l 855;MANING l 863;

WHITE l887;Co脚so l888]。

 これ らの初期の植 民者 た ちがおこな ったマオ リの文化 と社会 に関す る研究 は,現 在

の水準か らすれば,ま さにアマチュアの域を脱 していない。 けれ ども,白 人 との文化

接触 に ともな う文化変容期にあ った,マ オ リの伝統 文化 を記録 したとい う点で,彼 ら

の仕事 は貴重で ある。 しか も彼 らは,ニ ュー ジー ラン ド協会や博物館や大学 を設立 し

た ことによって,そ の後のマオ リ研究 の基礎を きずいた。 この意味で,彼 らこそマオ

リ研究の第一世代 とみなすべ きである。

3.ポ リネ シア協 会 の設立

1892年 に,ポ リネ シ ア 協 会(Polynesian Society)が 設 立 さ れ た 。 こ の 協 会 は,マ
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オ リ文化 およびポ リネシア文化の民族学的研究を振 興する目的で設立 された ものであ

る。 この協会 の設立 に参画 したのは,S. Percy Smith, E. Best, A. Hamiltonな どで

あ る。Smithは 民 族学に多大 の興味 をもつ高級官吏で あ り, BestとHamiltonは と

もに ウェ リン トンにあるDominion Museum(現 在 はNational Museumと な って

い る)の マオ リ研究部門 のス タ ッフである。

 彼 らが,こ の協会を設立 しよ うと したことの より現 実的 な意図 は,マ オ リ研究やポ

リネ シア研究 の業績発表の場 として,学 術雑誌を創刊する ことであ った[CONDLIFFF.

1971:148]。 つ まり彼 らは,い くらマオ リの文化を調査 した と して も,そ れを発表す

る場 がなければ,そ れは無意味であ り,な にのはげみに もな らない,と 考 えたのであ

る[CONDLIFFE l 971:148]。 彼 らは資金を調達 し,協 会の雑誌 である 」伽 ㎜♂of the

Polynesian Society(以 下, J.0. S.と 略 す)を,1892年 に発刊 した。 この雑誌は現在

で も,年 四回刊行 されてお り,オ セ ァニ ァ地域研究における,も っと も権威 あ る国際

的学術雑誌 の一つ とな ってい る。

 このポ リネシア協会を舞台に,マ オ リ研究をすすめた人 々の うち,も っとも重要 な

仕事 を したのは,E. Bestで あ る。 彼 はDominion Museumの マ オ リ研究 部門のス

タッフ として,各 地で調査に従事 し,ぽ うだいな量の報告書 を執筆 した。彼の研究は,

マ オ リの文化 と社会に関す るほ とんどすべての面におよんで お り,マ オ リ研究の一大

巨人 である。彼の業績については,本 稿末の文献を参 照いただ きたい。

 このほか に,A. Hamiltonが い る。彼は, Dominion Museumの 館 長をつ とめた

人物で あ り,そ のマオ リ研究 における業績 としては,マ オ リの木彫文化の研 究が有 名

で ある[HAMILTON l 896,1901]。 ま た, S. P. Smith[1899,1910a,1910b,1913]

もマ オ リ文化 に関す る本を執筆 して いる。

 Bestを は じめ として,ポ リネシア協会の設立に参画 し,マ オ リ研究 を積 極的に推

進 した人た ちを,マ オ リ研究 の第二世代 と して位置づけたい。彼 らは,第 一世代 よ り

も,よ り客観的に,マ オ リ研究 をすす め,多 数の良質 の研究資料 を 」. P.s.な どに発

表 して いる。ただ しか し,こ の世代 は,良 質の資料 の収集 はお こなったが,そ れを体

系 づけて分析す ることは 決 してお こなわなか った[FALLA l973:2]。 マ オ リ文化に

関す る資料の収集者ではあ って も,分 析 して体 系づける ことは決 してお こなわなか っ

た。その意味で は,彼 らはやは り,民 族学のセ ミ ・プ ロとみなすべ きか もしれない。

それ もその はずで,彼 らは,博 物館のス タッフなどであったが,ニ ュージ ー ラン ドに

移民す る以前か ら民族学者 であったのでは決 してない。む しろ,民 族学 に興 味を もっ

たのは,入 植 してか らの ことである。 いわば,趣 味が高 じて,民 族学の世界 に足を踏

み入 れた人た ちで ある。 この意味か らすれば,む しろ,彼 らがマオ リ文化に関す る良

質 の基礎デー ターを蓄積 した という事実 こそ,な にをさて おいて も評価 され るべ きと

考 える。わた しが,彼 らをマオ リ研究 の第二世代 とみ なす所以 が ここにある。Bestを
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は じめとす る,こ の第二世代 によって なされた,良 質のデー ターの蓄積があ ったか ら

こそ,つ ぎの世代における,マ オ リ研究 の新 しい展開が可能 となったのである。

 このマオ リ研究の第二世代 の うちBestとSmithに つ いては,そ のマオ リ研 究およ

びポ リネシア研究に対す る功績 を記念 して,そ れぞれElsdon Best Memorial Award

とS.Percy Smith Medalと い うマオ リ研究を奨励する賞が創設 され,後 進 の は げ

み とな っている。

4.第 三 世 代

 1) 伝 統 文化の体系 的復元

 Bestを は じめとす る,マ オ リ研 究の二代 目の研究者が残 した,良 質の デー ターの

分析 は,つ ぎの世代 にゆだね られた。 この仕事 に一番最初 に着手 したのは,Raymond

Firthで あ る。それはち ょうど1920年 代 の半ば ごろの ことである。彼 は,マ オ リの経

済活動 に焦点を合 わせ,一 代 目と二代 目の研究者が残 した文献資料 を駆使 して,マ オ

リの経済組織を体系的に分析 した。彼 は,こ の仕事 を,留 学先の ロン ドン大学 でB.

Malinowskiの 指導 の もとにや りあげ,博 士論文 と して提出 した。彼が27歳 の ときの

仕事 である。 この論文はただ ちに出版 され[FIRTH l929],そ の30年 後 に改訂版がだ

されている[FIRTH l959]。 この大著は,経 済の ことだけで な く,社 会構造 や宗教 ぢ

ども広 くと りあつか ってお り,現 在 において も,マ オ リ研究の第一級 の文献で ある。

Firthは,こ のほか にも,マ オ リの文化 と社会 に関す るい くつかの小論文 をま とめて

い る[Firth 1922,1925a,1925b,1925c,1926a,1926b,1926c,1927]。

 このほか,Otago Museumの 研 究スタ ッフの一人で あ った, H. D. Skinnerは,

マ オ リ文化 の地域的差異 に着 目して,文 化領域理論 を援用 して,マ オ リ文化 のよ り包

括的理解 を試 みている[sKINNER l 921,1924]。 ま た, J. c. Andersonは,マ オ リ

の音楽や宗教 などについて,体 系化の努力を している[ANDERsoN 1934,1940]。

 Firthを は じめ とす る,こ れ らの研究者た ちは,そ れ までのマオ リ研究 の伝統 の上

にた って仕事 をすす めてお り,そ の意味でたいへんオー ソ ドックスである。彼 らの仕

事を0言 で評価するな らば,そ れ は白人 と接触以前 のマオ リの伝統文化の体系 的復元

を試みた とい うことにつきる。一代 目と二代 目が,マ オ リの伝統文化の個 々の文化要

素 をば らば らに記録 して蓄積 したのに対 し,Firthを は じめとす る第三代 目の研究者

たちは,蓄 積 された資料 の体系的分析をお こな ったので ある。

 2)文 化 変容の研究

 Firthが,文 献資料を もちいて,マ オ リの伝統的経済組織 の体系的研究に とりくん

でいた ころ,F. M. Keesingが マ オ リ研究 に一大革新をお こしつつ あった。それまで

のマオ リ研究者のすべてが,白 人 と接触以前のマオ リの伝統文化の復元に焦点 を合 わ

せていたのに対 して,Keesingは 白人 との文化接触によ ってひきお こされた文化変容
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の問題をテーマと してかかげたのである。文化変容の研究方法 として,彼 が採用 した

のは,一 つの特定の コミュニティーの長期にわたる住 み込み調査であ った。 彼によ

っては じめて,フ ィ0ル ド ・ワー クの手法 がマオ リ研究 に導 入されたので ある。

 彼 は,自 らの調査地 と して,北 島東海岸 のNgatiporou部 族 の一 つのムラを選び,

そ こで フィール ド・ワー クをお こな った。彼 は主 と して,文 化接触 によ って,マ オ リ

の伝統的な社会構造が どの ように 変化 したか を 調 査 した[KEESING l 928a,1928b,

1929]。Keesingに つ づいて,何 人 かの研究者が その後,文 化変容 の研究 とと りくん

で いる。 この点について は,次 章で くわ し く紹介す る予定で ある。

 いずれに して も,Keesingは,マ オ リ研究 に二 っの革新を もた らした。一 つは,そ

れまで の伝統文化復元志 向に対 して,文 化接触以後 の文化変容を研究 テーマ として と

りあげた ことであ り,も う一つは,マ オ リ研究 のなかに フィール ド・ワー クの手法を

導入 したことであ る。 この二つの革新は,そ の後 のマオ リ研究の展開に重要 なひろが ◆

りをあた えた。 この点で,Keesingの 仕 事は高 く評 価されて いる。

 3)マ オ リ人に よるマオ リ文化 の研究

 一 代 目,二 代 目を通 じて,マ オ リ研究をお こな ってきた人 々は,す べて白人で あ っ

た。1860年 代 のマオ リ戦争で 白人 にやぶれて以 後,マ オ リは常 に,社 会的 ・経済的 ・

政治的 に,白 人の劣位 におかれジ貧困状 態におかれて きた。 この ような抑圧 された状

況 にあ って 自分の文化 を 自省す る余裕な どなか った。

 しか し,20世 紀 に人 ってか ら,状 況がかわ った。マオ リの社会 に新 しい指導者 があ

らわれ たのであ る。それはApirana Ngataと い うマオ リ人であ り,白 人 の設立 した

大学 を卒業 したイ ンテ リで あった。彼は,白 人優位の もとで このまま文化変容が進行
   0

す るな らば,や がてマオ リの伝統文化 は崩壊 して しまい,一 つの民族 と しての アイデ

ンテ ィティーを喪失す る危険性 のあることを さとった。そ こで,彼 はまず はじめに,

マ オ リの政治的 ・経済 的地位 の向上 を目的 と した運動をお こす ことに した。 いわゆる,

マ オ リ近代化運動であ る。 この運動 は,一 言でい うな らば,白 人 の制度をマス ター し,

そ してそれにうま く適応す る ことによって,マ オ リの近代 化を成就 しようとす るもの

であ った。

 Ngataは,政 治 ・経 済面でマオ リの近代化をすすめる一方 で,こ の難局をの りきる

ためには,マ オ リの人 々が一 つの共通の民族で あるとい う自覚 を もって一致団結する

必要 のあることを感 じた。そ して団結す るためには,民 族 の共有財産であ る伝統文化

の復興以外 にはないと考えた。民族文化の復興を通 じて,一 つの民族 と して のアイデ

ンテ ィテ ィーを確立 しようと したのである。

 このマオ リめ伝統文化の復興 とい う仕事 を実際に推 進 した の がTe Rangi Hiroa

(Peter Buck)で あ る。 彼 はアイル ラン ド人を父 とし,マ オ リ人を母 とす る混血であ

り,オ タゴ大学 で医学 を学んだ エ リー トであ った。 しか し,大 学在学 中に知 り合 った
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Ngataの マ オ リ近代化運動 に賛 同 して,こ の運動 に身を投 じた。 最初 は,医 者 とし

て の特技をいか して,と くにマオ リ人の衛生面での生活向上 につ くした。その後,民

族学 の分野 に足をふみいれ,マ オ リの伝統文化 の研究に従事 し,マ オ リ人のた めにマ

オ リ文化の啓蒙をお こな った。 その間に,彼 はマオ リに関する数多 くの論文を執筆 す

る とと もに,大 著を何冊 か著 して いる。それ らの業績については,本 稿末の文献を参

照 いただ きたい。いずれに して も,彼 がマオ リ人 としては じめて自 らの文化の研究 に

本格的 に従事 した とい うことは,そ の後 のマオ リ研究の展 開に重要な変化をあたえ る

ことになった。なぜな ら,そ の後,彼 をマオ リ人によるマオ リ研究の輝か しい先駆者

として,マ オ リ人 の若 いイ ンテ リがマオ リ研究 にとり組みは じめたか らである。

 こ こにおいて,マ オ リ人 によるマオ リ文化の研究が本格 的に始動 しはじめたのであ

る。Rangi Hiroaは そ の足 がか りをきず いた という点で,現 在で も高 く評価 されて

いる。

 4) Firth・Keesing・Rangi Hiroa

 す で にのべたよ うに,マ オ リ研究の第三世 代において,大 き く分 けて3つ の方 向へ

の展開があ った。第一の展開は,Firthた ちによ る既存 の文献資料 の体系的分 析であ

る。つ いで,第 二の展 開 として,Keesingに よ って は じめ られた,フ ィール ド・ワ

ー クによる文化変容 の研究 がある
。 そ して最後に,Rangi Hiroaを そ の輝か しい先

駆者 とす る,マ オ リ人 によるマオ リ研究のは じま りがある。 これ らの新たなる展開 は,

そ の後のマオ リ研究 に とって,重 要 な革新を もた らした。

 しか しなが ら,こ れ らの新 しい展開の旗頭であ る,三 人 の学者 はマオ リ研究 に革新

をお こ したに もかかわ らず,そ れを一つのステ ップ として,そ れぞれニ ュージー ラン

ドを離れ,英 米 に転 出 して,そ こでオセアニァ研究 ととりくんだ。

 た とえば,F三rthは ニ ュー ジー ラン ドで経済学 を学ん でか ら,ロ ン ドン大学 で人類

学の博士号を取得 した。 そ して,メ ラネシアのテ ィコピァ島や マレー半島で調査 に従

事 したの ち,永 らくLondon School of Economicsの 人 類学教授をつ とめ,英 国に

おけるオセアニア研究 の中心人物 と して活躍 した。

 同 様に,Keesingも,ニ ュージー ラン ドで博士号を取得 してか ら,ア メ リカに 渡

り,ハ ワイ大学 とス タンフォー ド大学 で人類学科 の創設 に参画 し,ア メ リカにお ける

オセアニア研究 のみ な らず,文 化人類学 の 理 論的研究 の 一大推進力 とな っ た[石 森

1973]。

 ま た,Rangi Hiroaは,ニ ュージー ラン ドでマオ リ研究 に従事 したのち,ハ ワイ

に渡 り,Bernice P. Bishop Museumの 館 長を永 らくつ とめ,ポ リネ シア研究 の権威

として・つぎつ ぎと大 きな仕事を推進 した。英 国は,1946年 に,Rangi Hiroaに 対

してナイ トの爵位を授与 した。Sir Peter Buckの 誕 生であ る。 彼 のす ぐれた民族学

的研究が公 に認 あ られたので ある。
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 このように,第 三世代 の旗頭 である,こ の三人の研究者 は,マ オ リ研究に意義深 い

革新を もた らしたあ と,そ れぞれ英米に頭脳流出 し,ロ ン ドン,ス タ ンフ ォー ド,ハ

ワイにお いて,オ セアニア研究 の推進者 とな った。 この点,三 人のキ ャ リアがあま り

に も符合 してい ることが興味深 い。 しか し,い ずれに して も,こ の三人によ って,は

じめてマオ リ研究 はその学 問的基盤 がか ため られたのであ る。

5.第 四 世 代

 1) マ オ リ学 の成立

 Rangi Hiroaを は じめとす る第三世代 の研 究者 がうえつ けた,マ オ リ研究の新 しい

芽 は,次 代 のマオ リ人学者に よって はぐくまれた。マオ リ研究の第 四世代 の登場であ

る。それは1950年 代 のは じめの ことであ る。0.Biggs(現 在,オ ーク ラン ド大学人類

学科主任 教授)が,ニ ュージー ラン ドの大学 で最初 のマオ リ語講師 として就任 したの

が,1952年 の ことで あり,こ の人事 はマオ リ研究 の第四世代の登場を象徴 的に物語 っ

て いる。つま り,第 四世代は,大 学 の研 究室を舞 台に して,マ オ リ研究をすす めたの

で ある。

 けれ ども,マ オ リ研究 が学界 において市民権,つ ま り講座(Chair)を 獲 得 す るまで

には,相 当の年月を要Lた 。 それ までの あいだは,人 類学 の研究室 に席をおいて,マ

オ リ研究をすすめた。一 つの学問分野が,大 学において講座 を もたなければ,研 究 ・

教育 の両面において,大 きなハ ンデ ィキ ャ ップをせお うことになる。講座 をもつ こと

によ って は じめて,一 貫 したプログラムを もって研究 ・教育 をすす めることがで きる。

 この意味で,1969年 は,マ オ リ研究 にとって,記 念すべ き年 であった。 この年 に,

B.Biggsが ニ ュー ジー ラン ドでは じめて のマオ リ学の教授(オ ーク ラン ド大学)に 任

命 されたか らで ある。 この年 はまた,ニ ュー ジー ラン ドその ものに とって も記念すべ

き年 であ った。 とい うのは,こ の年 は,captain James cookが ニ ュー ジー ラ ンドを

再発見 した1769年 か ら数えて,ち ょうど200年 目 にあた ったか らである。 そのため,

国 をあげて盛大 に200年 祭 が くりひろげ られた。 それに くらべれば,オ ーク ランド大

学 におけ るマオ リ学講座の創設 は多 くの関心 をひ くことは なか った。 しか しそれは,

マ オ リ研究 に とって は,第 一級の ビ ッグ ・ニュースで あった。 これによ っては じめて,

マ オ リ研究 が独立 の学問分野 として,ニ ュージーラ ンドの学界において市 民権 を獲得

できたか らで ある。

 しか し正 確にい うと,こ の時点ではまだ完全 に,学 界に おける市民権 を獲得 したと

い うわけで はなか った。 とい うのは,Biggs教 授 の講座 は, Chair of Maori Studies

and Oceanic Linguisticsと い うもので あ り,マ オ リ学 とオセアニア言語学 を兼任す

る もので あった。まだ,マ オ リ学だ けで,独 り立 ちできるとい うわ けで はなか った。

Biggs教 授 につづいて,1970年 に,1. H. Kawharu博 士 が マ ッセイ大学(Massey
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Univ.)の 教 授に就任 した。 この場合 に も,そ の講座 はマオ リ学 と社会人類学 を兼任

す るもので あ った。

 そ の後,数 年間 にわた って,半 講座 の形 で,研 究 ・教育がすす め られて きたが,19

75年 に な って,状 況 は0変 した。マオ リ人学者のS.M. Mead博 士 が ウェリン トン

大学(Victoria Univ. of Wellington)の マ オ リ学講座の教授に任命 されたか らで あ

る。 この講座 は,正 真正銘 のマオ リ学の独立講座で あった。 これによ って,マ オ リ学

は,ニ ュー ジー ラン ドの学界 で正式 に市民権 を獲得 したことになる。独立講座 の新設

にと もない,今 後はマオ リ学 の大学院 コース も開設 され る予定であ り,マ オ リ研究が

独 自の研究 ・教育プ ログ ラムを推進す ることが可能 とな った。 この意味で,マ オ リ学

の独立講座 の新設は,将 来 への意義 ある展開へのステ ッピング ・ス トー ンとなる こと

が期待 されて いる。

 な お,上 記 のマオ リ学 の講座 のほかに,マ オ リ学 の研究機 関 として,マ オ リ研究

セ ンタ0(Centre fc)r Maori Studies and Research)が ワイか ト大 学(Univ . of

Waikato)に 設 置され,ま たArchive of Maori and Pacific Musicが オ ーク ラン ド

大学人類学科 に附置されて いる。

 2) Maoriiangaの 研 究

 こ こでつ ぎに,視 点 をか えて,大 学の制度のなか に地位を確立 したマオ リ学の学問

体系について,少 しふれてお きたい。マオ リ学 とはいかな る学 問かを一言で定義づ け

るな らば,そ れは``Maoritanga"を 研 究す る学 問であ るといえ る。 Maoritangaと は,

"Maori -ness"と か,"Maori culture"と か,"Maori ideology"を 意 味 して いる

[SALMOND l975:1;REED l963a:112]。 つ ま り,端 的 にい うな らば,マ オ リ人 を

してマオ リ人 た らしめてい るもの,も しくはマオ リとい う一つの民族 としてのアィデ

ンティティーの あか しが,Maoritangaで あ る。 これを より具体的 に定義 したのが,

Apirana Ngataで あ る。彼 は, Maoritangaを 構 成す る要素 と して,つ ぎの8つ を あ

げている[REED 1963a:ll2]。 つ ま り,(1)マ オ リ語,(2)伝 統 的な詠 唱歌,(3)伝

統 的な格言,(4)伝 統 的なお どり,(5)装 飾 美術,(6)伝 統 的な住居 と集会所,(7)集

会 所での儀礼,(8)マ オ リ人 としての誇 り,な どであ る。

 この 」砿αoγ伽 ηgαとい う概念 は,も ちろん白人 と接触以後に生 れた もので ある。 白

人 とい う異民族に接 して は じめて,マ オ リ人はMaoritangaを 自覚 しは じめた のであ

る。 そ して,こ のMaoritangaと い う概念をマオ リ人 のあいだで完全 に定着 させ たの

が,・NgataとRangi Hiroaで あ った。彼 らは,1920年 代 に,マ オ リ近代化運動 をす

す める一方で,マ オ リの伝統文化 の復興運動を展 開 した。 この ときに,運 動 のイデ オ

ロギーの中核を支えたのが,こ のMaoritangaと い う概念で あった。 Rangi Hiroaら

は,Maoyitangaを 復 興す ることによ って,民 族 と して のアイデ ンテ ィテ ィーを 確 立

す ることがで きると考え,Mαo沈 αηgαの啓蒙 につ とめた。 この意味で,マ オ リ学,

315



国立民族学博物館研究報告  2巻2号

つま りマオ リ人によるMaoritangaの 研 究は, Rangi Hiroaら に よ って創始 された と

考 えることがで きる。

 Rangi Hiroaら が 創設 した当時 の初期のマオ リ学 は,一 種 の国学 と しての色彩 が

強か ったようにお もわれ る。なぜな ら,Rangi Hiroaら は,白 人 との接触以後,一 つ

の民族 と してのアイデ ンティテ ィー喪失状態 にあ ったマオ リを自己確立 させ るために,

Maoritangaと い う概念 を活用 したか らである。 つま り,白 人 に対抗 して,マ オ リと

い う,一 つ の民族が 自己確立す るための手段 として,Maori tangaが 用 い られたので

ある。 この ように考 えてみ ると,初 期のマオ リ学 は,一 種の国学 としての役割をにな

って いたということができる。

 第 二次大戦後に登場 したマオ リ研究の第 四世代 も,基 本的には,NgataとRangi

Hiroaが 創 始 したマオ リ学 の伝統 のもとにあ った。それは,こ の第 四世代 に属す る研

究者 たちが,Ngataの 定 義 した,ルfα07∫'αη8αの8つ の構 成要素 の研究 を重点的にお

こな ったことに如実に示 されて いる。

 しか し,こ の世代が,Rangi Hiroaら の 世代 と根本的 に ことなる点 は,彼 らのマ

オ リ学 には国学 的要素 が,完 全 に欠 落 していることである。 彼 らは,Maoritangaを

研 究す ることによって,マ オ リ人の 自己確立 に貢献 しようとは考 えていない。 この世

代 の研究者 は,イ デオ ロギーを排 して,で きるか ぎ り客観的に.Maoritangaを と らえ

よ うと した。つま り,マ オ リ学 における,普 遍的学問研究のスタイルを確立 しよ うと

したので ある。

 3) 専 門 分化

 第 四世代 のほとん どの研究者は,ニ ュー ジー ランドの大学で学んだあ と,英 米に留

学 し,そ こで主 として人類学の博士号 を取得 して いる。その後,ニ ュージ0ラ ン ドに

帰国 し,人 類学 やマオ リ学の講師 とな ってマオ リ研究 に従事 している。

 この世代 の一つの特徴 は,マ オ リ研究 における専門分化をすすめた ことで ある。前

の世代 の研究者,た とえばRangi Hiroaな ど は,ま さにオール ラウン ド・プ レーヤ

ーと して ,マ オ リ研究 のい くつ もの分野です ぐれた業績をの こしている。 しか し,第

四世代 にな ると,そ れぞれの研究者が,自 分 の専 門の分野に仕 事を集中 している。広

く浅 くか ら,狭 く深 くへ と転換 したのである。た とえば,0.BiggSは マ オ リ語 と口承

文芸 の研究,1.H. Kawharuは 社 会組織 と土地所有の研究, S. M. Meadは 民 族芸

術 の研究,P. w. Hohepaは マ オ リ語 の研究, J. Metgeは マ オ リの都市化 の研究,

M.Winiataは リーダー シッフ.の研究, M. McLeanは 民 族音楽 の研究, D. R. Sim-

monsは 文化史,な どである。

 学 問が発展すれば,専 門分化がすすむのは自然 の成行であ り,こ の意味か らすれば,

マ オ リ学が0つ の学 問 として,成 熟 して きた証拠 となるものであ る。そ して,専 問分

化がすすむ につれて,.Mavritangaを よ り客観的,よ り抽象的 に研 究す るよ うにな っ
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たのである。

 なお,こ れらの第四世代の研究者の研究業績については,次 章でくわ しく紹介する

予定である。

6.第 五 世 代

 第4世 代全盛 の現在 のマオ リ研究のなかにあ って,第5世 代 の始動 を示唆す る,新

しい試みが登場 しは じめている。

 た とえば,Michael Kingが 編者 となって まと め たTe.,魚 崩 説'』 ψ8`'∫of

Maoritangaが あ る[KING(ed.)1975]。 Te Ao Hurihuriと は,直 訳す るな らば 「移

りゆ く世界」で ある。 この本では,9人 の若手 のマオ リ人学者 が,移 りゆ くMaori-

tangaの 諸 相をいかにと らえるべ きか について論 じて いる。 この本の執筆者 は,す べ

て若手 のマ オ リ人研究者 であ り,ニ ュージー ラン ドの大学で マオ リ学を専攻 し,現 在

は大学 でマオ リ学 の講師な どをつ とめている。彼 らは,第 四世代 に育て られたに もか

かわ らず,つ ぎの点で第四世代 の研究者 とは ことな る問題意識を もって いる。つま り,

第 西世代 は,Maoritangaを マ オ リ学 の 研究対象 として 客観的視点か らとらえたのに

対 して,彼 らはMaoritangaは 主 観的視点か らと らえるべき と主張す る[KING(ed.)

1975:218-219]。 客 観的かつ抽象 的に分析 されたMaoritangaは,リ ア リティか らほ

ど遠い ものがあ り,主 観的視点か らのみMaoritangaは 了 解可能で あると,の べてい

る[KING(ed.)1975:191]。

 換 言す るな らば,彼 らは ルfα07ぬηgαをただ単 に学問研究の対象 とす るだけでな く,

マ オ リ学 の研究成果 を現実 のマオ リ人の生活のなかに活かす道を求 めてい るのである。

このような問題意識の変化 には,現 代のマオ リ人 の過半数 が先祖伝来の伝統 の地を は

なれて,都 市に居住 して いるという事実が影響 をあたえて いる。都市 とい う新 しい環

境 のなかで,い かにMaoritangaを 活 か してゆ くか,と い うことが,現 代 のマオ リ人

に とって,重 大 関心事 とな っている。 このよ うな背景のなかで,彼 らは現代における

Maoritangaの 意 味を問 うてい るわけで ある。 しか し,そ れはまだ試論的展開 にとどま

ってお り,今 後 の本格 的な展 開を待つ必要が ある。

 このほか,Anne Salmondのi著 したH麗 むA Study of Maori Ceremonial Gatherings

も,い ままでのマオ リ研究 にはない,新 しい 視点を もっている[SALMOND l975]。

huiと は,あ らゆる種類の会合を意味 しているが,と くに集会所 における儀礼的会合

を意味す るもの として用い るのが一般 的である[SALMOND l 975:1]。 彼 女は,白 人

の文化 に完全 に同化 したか にみ える,マ オ リ人がそのMaoritangaを 如 実 に表現す る

機会がhuiで あ るという着想の もとに, huiで お こなわれ る儀礼 の 分析をお こな っ

て いる。huiの 分 析を通 じて,現 代のMaoritangaに せ まろうとしているのである。

彼女 は,こ のほかに も,huiで お こなわれ る儀礼の 言語社会学的 分析 も試 みて お り
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[SALMOND 1974],ま たhuiに お ける演説 の分析 を通 じて,現 代 のマオ リ人のあいだ

における政治 について も論 じて いる[SALMOND 1976]。

 このほかに も,マ オ リ研究 の新 しい世代 に属す る研 究 者 と して は,H. Dansey,

T・K・Dewes, T・s・Karetu, A. Mahuika, M. Marsden, J. Rangihau, D、 Sinclair,

J.Walkerな どがい る。彼 らの研究動向については,次 章で紹介す る予定で ある。

 いず れに して も,こ の新 しい世代 は,い まや っとその始動をは じめたばか りで あり,

大 学 におけるマオ リ学 の独立講座 の新設 とあいま って,今 後の展 開に期待 したい。

皿.テ ー マ別研 究 動 向

 この 章では,い ままでに公 にされた,マ オ リ研究 の多 くの業績 の うち,と くに民族

学 関係の ものを選 び,テ0マ 別 に分類 して,最 近 の研究動向 と して紹介す る。なお0こ

こで は主 として,. 1960年 以 降の文献を重点的 にと りあげたので,そ れ以前の文献につ

いて は,C. R・H. Taylorの 集 成 した文献 目録[TAYLoR l 965]を 参 照いただ きたい。

1.マ オ リ文 化 一 般

 マ オ リ文化 の全般的な ことを概説 した最初の労作 は,E. Bestの The Maoriと

The Maori As He Wasで あ る[BEST l 924b,1924c]。 前 者 は,マ オ リ文化のあ らゆ

る局面を包括的 に記述 してお り,後 者 は,と くに社会組織 に重点をおいて記述がなさ

れてい る。

 つ いで,Rangi HiroaのThe Coming of Maoriが あ る[RANGI HIRoA I 949]。 こ

の本は,現 在 われわれが手に しうる,最 上のマオ リ文化の概説書であ る。全 体が四部

に分かれ,ま ず はじめにマオ リ人の民族移動 についてのべ られ,そ の後,物 質文化,

社 会組織,宗 教 に関 して,細 目にわたって記述 されている。 この本を一冊読 めば,マ

オ リ文化の全体像を容易につかみ とることがで きるしくみになってい る。1949年 に初

版がでて以来,現 在 までに8版 が重ね られてお り,マ オ リ文化に関す る書物 として は,

も っともロングセ ラーである。マオ リ人学 者に して,は じめて このよ うな仕事が可能

とな った ものとお もわれる。 このほか,マ オ リ文化 をポ リネシア文化 との関連 のなか

で とらえようとした論文 として,Beaglehole[1940]が あ る。

 1.L. G. Sutherlandの 編 集 による, The Maori People Todayは,1930年 代 にお

ける,マ オ リ文化の 全般的な動 向を,10数 人 の学者がテーマを 分担 して論 じてい る

[SUTHERLAND 1940]。 そ れか ら約30年 後 に,今 度 はE. G. Schwimmerが 編 者 とな

って,1960年 代 のマオ リ文化の 動向が論 じられて いる[ScHw1MMER l968]。 この2

冊 の本 を続み くらべてみると,30年 間 のあいだ における,マ オ リの文化 と社会 の変化

を読み とることがで きる。 同様に,政 治学者 のJ.G. A. Pocockの 編 集 によるThe
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Maori and Ner� Zealand Politicsは,マ オ リ人がニ ュー ジー ラン ドの政治 とどのよ う

なかかわ りを もったか について,歴 史学者,政 治学者,社 会学者,人 類学者,心 理学

者 ら8人 によ って論 じられてい る[PococK l965]。

 この ほか,ア メ リカの心理学者D. Ausubelが,マ オ リ人の民族性 について,国 民

性研究 と同 じ視点 か ら論 じてい る[AusuBEL l 960]。 ま た,人 類学者のE. G. Schw-

immerとJoan Metgeは それぞれマオ リ文化の入門書 を世 に送 りだ している[sc-

HWIMMER l966;METGE l967]。 この うち,前 者は,よ り一般読者向 きであ り,後

者 は,人 類学専攻学生 向けに書かれてい る。

2.社 会 組 織

 マ オ リの伝統的社会組織 を論 じた もの として は,R. FirthのPγ 加 漉〃8 Economics

qf the Nezv Zealand Mαoγ幼 弐もっとも体系的 に分析 された もので ある[FIRTH l 929,

1959]。 現 在では,マ オ リの社会 と文化 に関す る古典の一つ とみなされているが,.い

まで もまだ第一級 の業績 としての価値が そこなわれていないようにお もわれる。

 土 地所有 に関 して は,1.H. Kawharuの 仕 事 が もっとも重要である[KAWHARU

l963,197i]。 このほか, N. Smithが,白 人の土地 法がマオ リの伝統的な土地所有制

に与えた影響 を くわ しく論 じている[N,SMITH l942,1960]。 土 地 との関わ りでいえ

ば,マ オ リの部族戦争の問題がある。 この問題 については,早 くか ら幾人かの研究者

が論文を書 いて いる[GuDGEoN 1907;S. P. SMITH l 910]。 しか し,現 代の人類学

における戦 争分析 の成果を とりいれて,マ オ リの部族戦争を分析 しな お した の が,

A.P. Vaydaの.Maori Warfareで あ る[VAYDA l 960a]。 彼 は,最 近,生 態学 的展

望の もとで,マ オ リの部族i戦争を とらえなおす ことを試みている[VAYDA l976]。

 このほか,マ オ リの 伝統社会 を論 じた 仕事 としては,つ ぎのようなものが ある。

M.Winiata[1956,1967]は リーダ0シ ップの問題, B. Biggs[1960]は 結婚 の歴史

的分析,B. Heuer[1972]は マ オ リの女性 の社会的役割の分析, Joan Metge[1957,

1964b]は 現 代 のマオ リの結婚の問題 と任意集団の問題,な どい くつか の興味 ある業

績が発表 されている。

 と くに最近においては,英 米で高度 に発 展 した親族理論を もとに して,マ オ リの社

会組織を再 分析する試 みがい くつか あ らわ れ て い る[SCHEF肌ER 1964;WEBSTER

1973,1975]。 しか し,ま だ十分 に展開 された とはいえず,今 後よ り一層,こ の方面

で仕事が なされ るべ きとお もわれ る。

3.民 族 宗 教

 マ オ リの民族宗教の研究は,早 くか ら着手 され,い くつか のす ぐれた著書や論文が

発表 されて いる。 なか で も と くに,E. Shortland[1856,1882], W. E. Gudgeon
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[1905a,1905b,1907], E・Best[1922a,1924a,1922b], J. c. Andersen[1940]な

どが重要である。 しか し,こ れ らの仕事 のほとん どすべてが民族宗教の記述 だけにお

わ ってお り,そ れを体系的に分析す る ことはお こなわれなか った。 しか し,白 人 との

接触によ ってキ リス ト教 が もちこまれ,そ の影響 の もとで民族宗教が崩 れゆ くなかで,

これ らの仕事 がお こなわれてお り,そ の意味では後世 に貴重な資料をの こした といえ

る。

 これ らの蓄積 された資料 の分析 に着手 したのは,デ ンマー ク人学者 のJ.D. Johan-

senで あ った。 彼は,資 料の体系的な分 析を通 じて,2冊 の大著を ものに して い る

[JOHANSEN 1954,1958]。 彼 の仕事 は現在で も高 く評価 されてい る。 このほか, G.

Blake-Palmer[1954]が 呪 術 の分析, D. K. Turner[1963]が 葬 式 の分析 , E. G.

Schwimmer[1963]が 守護霊 の分析 などをお こな っている。 また,マ オ リ人の 死生

観に関 しては, そ の伝統的な側面について,R. S. OPPenheim[1973]が くわ しく

分析 してお り,白 人 と接触後の死生観の変化 につ いて はBeaglehole夫 妻[E.&P.

BEAGLEHOLE 1945]が 論 文}こま とめている。最新の業績 としては, Jean smithに よ

るタブーの分析が ある[J・SMITH l974]。 彼 女 の仕 事は,タ ブーの分析を通 じて,マ

オ リの伝統 的な社会構造を理解する ことにあり,そ のかぎ りで は高 く評価で きる。マ

オ リの世界 観は,い くつかの中心概念 を核 として構 成されてお り,Smithの よ うに,

タ ブー とい うマオ リの世界観の中心概念の一つの分 析を もとに して,マ オ リ文化 の構

造分析をお こな う方法は有効 である。

 つ ぎに,神 話の問題があるが,こ れについて も,古 くか ら研究がすすめ られてい

る。 初期の仕事 としては,G・Grey[1855]とE. Best[1924a]の ものが重要 で あ

る。その後 の業績 としては,D・R・Simmons[1963,1969,1971]の 一 連の仕事, A,

Alpers[1964], R. J. walker[1969]な どがあ る。 これ らは,主 と して神話 の分析 を

通 じて,マ オ リの民族移 動の問題 を論 じてい る。

 このほか,H. D. Skinnerは 彫 刻物 にあ らわれた動物 と神話 にあ らわれ る動物 の相

関について,た くみな分析をお こな っている[SKINNER 1964]。 ま た,マ オ リ神話 の

構造分析 をは じめてお こな ったのは,M. Jackson[1968]で あ る。 しか し残念 な が

ら,あ ま り成功 した とはいいが たい。マオ リの神話 については,上 記以外 にもぽう大

な量 の蓄積が あり,も う少 し説得性に富む分析 がお こなわれて しかるべ きとお もう。

神話 の構造分析は,今 後 に残 された課 題の一つ である。

4.民 族 芸 術

 マ オ リは,ポ リネシァ民族 のなかで,も っとも豊か な芸術をは ぐくんで きた民族の一

つである。 と くに,そ の木彫技巧 は有 名で ある。マオ リの木彫 に関す る初期の仕 事 とし

ては,A・Hamiltonの ものが重要 である[HAMILTON 1896,1901]。 そ の後, H. D.
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Skinner[1924]やT. T. Burrowの 一連 の研究[1959,1964,1967,1969], S. M.

Meadの 研 究[1961]な どがあ る。 また,木 彫 がほどこされた建築 物の研究 は, W・

J.PhillipPsが 精 力的にお こなってい る[PHILLIPPS 1954,1952,1955]。 このほか,

織 りもの 関係 については,Te Rangi Hiroa[1926a,1926b], w・J. Phillipps[1943ユ,

D.R. Simmons[1968], S。 M. Mead[1968,1969a]な どの研究があ る。

 ウ ェ リン トン大学のマオ リ学教授で あり,マ オ リ芸術研究 の第一人者であるS,M.

Meadは,1975年 に,"The Origins of Maori Art:Polynesian or Chinese ?"と 題

する重要 な論文 を発表 した[MEAD 1975]。 彼 はその論文 のなかで,マ オ リの民族芸

術  1つま り,木 彫,編 み もの,い れずみなど一 は中国文明をその起源 とす るとい

う意見[FRASER 1968]に 対 して,異 議 を となえ,起 源地 は東部 ポ リネシアで あると,

明 確に論 じている。今後 もこのマオ リの民族芸術 の起源の問題は多 くの論議を よびそ

うで ある。 しか しいずれ に して も,マ オ リの民族 芸術の研究 は,今 後 もMead教 授

を中心に して精 力的にすす め られてゆ くとお もわれる。そ して,こ の分 野はマオ リ研

究 のなかで,も っとも実 り豊か な分野 の一つで ある。

 つ ぎに,マ オ リの民族音楽 についてで あるが,こ の分野 の仕事 は初期の研究者 のあ

いだではあま りお こなわれていなか った。 例外 的に,E. Best[1908]やJ. c. And-

erson[1934]を み るだけである。 この分野でいま最前線で 仕事 をすす めるて い るの

は,M. Mcleanで あ る。彼 は,マ オ リの詠 唱歌 を分析 して,オ タゴ大学か ら博士 号

を とり[McLEAN 1965],現 在 はオー クラン ド大学 のArchive of Maori and Polyn-

esian MusicのDirectorと して精 力的に仕事をすす めている[McLEAN l 964a,19

64b,1969]。 ま た, S. M. Meadは,マ オ リの詠唱歌 にお けるシンボ リズムの分析 を

おこな ってい る[MEAD l969b]。 この分野で は,今 後マオ リの民族音楽 と他 のポ リネ

シアの民族音楽 との比較研究 などをすすめる ことによって,民 族移動の問題 に貢献が

ある ものとおもわれ る。 その意味で,1970年 に設立 されたArchiveで は,現 在 のと

ころ,ポ リネシア各地 の民族音楽 の資料が集積 され てお り,そ の分析が待たれる とこ

ろである。

5.言 語 文 化

 マ オ リ語 の言語学的研究 としては,B. Biggsが もっとも体系的に分析をお こな って

い る[BIGGs 1961,1968]。 そ して,と くに文法構造 については, P. W. Hohcpaの

著 書がす ぐれている[HOHEPA l 967]。 マオ リ語 の辞書 と して は, W. Williamsが 編

集 した1844年 版 のA. Dctionary of the Maori Languageが も っとも古い もので ある[W・

WILHAMs l 844]。 この辞書 は,こ れ まで に編者をかえて,七 度にわた って改訂がお

こなわれて いる[H. W. W肌IAMs 1971]。 ま た,マ オ リ語辞典 の コンサイス版が,

Biggsに よ って編 まれてい る[BIGG$1966]。
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.マ オ リの 口承文芸に関す る一般的記述 は,A・W・Reed[1963b]とB. Biggs[1964]

に くわ しい。 また,マ オ リの伝統 的な詩 につ いては,Mitcalfe[1974]が も っとも広

範に論 じて お り,ほ かに もい くつか の分析が ある[Curnow&Oppenheim 1960]。

ま た,マ オ リ人の若手の研究者であるTe Kapunga Dewesは,マ オ リの伝統 的な踊

りの際 に うたわれ る詩 の分析をお こなって いる[DEWEs l972]。 このほか,マ オ リの

社会生活 においては,格 言が重要な役割 を果 して おり, これの研究 も古 くか らお こ

なわれて いる[FIRT`H 1926c]。 最近 では, Reweti Kohere[1951]やA. E. Brou-

ghamとA. W. Reed[1963]な どによ って,新 しい視 点か ら論 じられてい る。なお,

民 話 の研究 と しては,M. Orbe11[1968]な どがある。

 このほか,M. Jacksonは,無 文字の民族 であ ったマオ リが白人 と接触 後,マ オ リ

語が文字化 された ことにと もな う社会変化 を,歴 史的 に研究 し,論 文にま とめて いる

[JAcKsoN l 967]。 しか し,こ れは修士論文 としてま とめ られた もので あ り,着 想 の

新鮮 さの割には,ま だ十分 に論 じきれていない。

6.コ ミ ュ ニ テ ィ ー 研 究

 マ オ リの社会 と文化 の研究 にフィール ド・ワ0ク の手法を最初 に 導 入 した の は,

F.M. Keesingで あ った。彼は フ ィール ド・ワー クに よって,マ オ リの一つの ム ラ

における文化変容 の諸相 を研究 した[KEESING I 928a]。

 彼 が文化変容 の問題 をと りあげて以後,多 くの学者が この テ ー マ に 集 中 した。J.

Cowan[1930], H. W. Williams[1935], H. B. Hawthorn[i 944], E. Beaglehole

夫 妻[1946],J・MMcEwen[1947], K. B. cumbcrland[1949], M. Winiata[19

53 
0],T・K・Fitzgerald[1974]ら は,マ オ リの文化変容 の問題を全般的 に論 じてい る。

この うち とくに,EBeaglchole夫 妻 の著書Some Modern Maoriの 評 価が もっとも

高い。また,W. S. Dale[1931]は マ オ リが 白人に同化 してゆ くプ ロセスにつ いて言

及 している。 このほか,H・Belshaw[1939]とR. S. Merrill[1954]は,と くに文

化変容が マオ リ人の経済活動にあたえた影響を研究 してい る。そ してE. G.Schwim-

merは,文 化 変容 が人間 の知覚 にどのよ うな変化 を与 えるか につ いて,マ オ リのケー

スを中心 に論 じてい る[ScHwlMMER l 965b]。 な お, KEEsINGは 自 らの 最初の調査

地 を30年 後 に再びお とずれ,そ の間 における文化 変容 に関 して小論を まと め て い る

[KEEsING l 962]。

 Keesingが 導 入 した,フ ィ0ル ド・ワー クによるマオ リの コ ミュニテ ィーの研究 は,

戦 後開花 した。多 くの コミュニティー研究の うち,本 にまとめ られた もの と しては,

P.W. Hohepa[1964], M. Winiata[1967],1. H. Kawharu[1975]な ど があ る。

そのほか,論 文 の形でま とめ られた もの と して,J. Booth[1959], E. schwimmer

[1965a], James Ritchie[1965], A. c. Bhagabiti[1967]な どがあ る。
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 これ らの コミュニテ ィー研究においては,コ ミュニテ ィーにおける親族 を中心 と し

た社会関係 の分析 に重点をお くものが圧倒的に多 い。親族関係の分析に焦点 を合 わせ

た研究は,た いへんオー ソドックスな もので はあるが,そ れだ けでおわるな らば,あ ま

り実 り多い もの とはな らない。 もっと新たな視点 を導入す る必要がある。残念 なが ら,

い ままでの ところ,親 族を中心 と した社会 関係 の分析を超え る試みはなされて いない。

7.Rakau Studies

 マ オ リの コ ミュニテ ィー の研究 における,も っと も包括 的かつ 組織 的な調査 は,

Rakau Studiesと よ ばれるプ ロジェク トで ある。 このフ。ロジェク トは,ウ ェ リン ト

ン大学 の心理学 教授E.Beagleholeを 中心にお こなわれた ものである。 Beaglehole

らは,Rakauと よ ばれるマオ リの コ ミュニテ ィーを,1950年 の はじめか ら約10年 ほ

ど継続 して調査をお こない,つ ぎつ ぎと報告書を出版 した。 このプロジェク トの概要

は,BeagleholeとJames Ritchie[1958]に よ ってまとめ られて おり,そ れに対す る

批判 もお こなわれてい る[METGE&CAMPB肌L 1958]。

 このプロジェク トは,心 理学者 が中心 とな ってお こなわれた もので ある。そのため,

マ オ リのパ ーソナ リティの研究[James RITcHIE l 956a],思 春 期 の研究[MULLIGAN

l957],幼 児 期 の研究[Jane RITcHIE l957],子 供 の生活 の 研究[EARLE l958],

ライ フ ・サイクル の研究[J�.TTICS RITCHIE l 963],家 族 関係の 研 究[Jane RITcHIE

l964]な どのよ うに,心 理学的調 査 ・研究 が主 と してお こなわれた。 けれども,マ オ

リの一 つの コミュニティーをこれほど長期間 にわた って調査 したケースはほか にな く,

この点でマオ リ研究 に貢献 した といえる。

 このRakau Studicsと の 関わ りか らいえば,マ オ リの教育 の問題 について も,い

ままでに多 くの研究が おこなわれている。 いままでにお こなわれた研究 の うち,主 な

ものを列挙す れば,つ ぎの ごとくになる。H. C. McQueen[1945], R. Piddington

[1952],E. w・Parsonage[1956], James Ritchie[1956b], D. P. Ausubel[1965],

T.K. Fitzgerald[1972], G・McDonald[1973], J. M・BaringtonとT・H. Beag

lehole[1974]な どがある。 これ らの研究の うち,多 くのものは,実 態調査 に もとつ

くものであ り,人 類学 的に も価値があ る。マオ リの教育 に関す る調査 ・研究がよ くお

こなわれ るのは,New Zealand Council for Educational Researchが 調 査資金 を授

与す るか らで あり0人 類学者 も,こ のCouncilか ら調査費を も らって 研究をお こな

ってい る[KAWHARU 1975]。

8.Urban Maoris

第二次大戦後におけ る,マ オ リ人の社会生活における一つ の大 きな変化は,農 村か

ら都市への社会的移 動の増加である。 と くに,ニ ュージー ランド最大の都市 オーク ラ
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ン ドへの移住が激増 した。 この変化 に一番最初 に着 目 して,マ オ リの都市化の研究 を

は じめたのが,Joan Metgeで あ る。彼女は,1953年 か ら54年 に かけて,オ ークラン

ド市 に居住す るマオ リ人のあいだでフィール ド ・ワー クをお こない,そ の結果 をま と

めて,ONezv Maori Migration :Rural and Llrban Relations in Northernハ をωZealand

と題 して出版 して いる[METGE 1964a]。 都 市居住マオ リ人 に関す る最初の 労作 であ

る。

 そ の後,1960年 代 に入る と,マ オ リ人の都市 へ の流入がよ り激 しくな り,そ れに応

じて,都 市居住 マオ リ人の研究 も盛 んにな った。1960年 代 になされた研究 と しては,

James Ritchie[1964],1. H. Kawharu[1968]な どがあ る。1970年 代 にな ると,

若手 の研究者 の多 くが,都 市居住マオ リ人 の研究 に従事す るよ うにな っ,た。その筆頭

は・Maori in a Metropolis :'乃6306刎 オφ螂彦配θη'げ 彦乃6 Mα07'彦0σ 吻 η五朗解 ゴη画`ん一

landと い う論文 で,オ ーク ラン ド大学か ら博士号 (社会 人類学)を 取得 したR . J.

Walkerで あ る。 このほか,若 手 の研究者 による業績 と しては , P. H. DeBrcs[1970],

D.T. Rowland[1971,1972], H. M. Gillespie[1973] , A. P. Trlin[1973,1974]

な ど がある。

 これ らの都市 居住マオ リ人 に関す る研究の多 くは,も ともと農村部に住んでいたマ

オ リ人が,都 市的環境 にいかに適応 してい るか,と い うことを,主 テーマ と して研究

をお こな ってい る。そのほか,都 市 とい う,ま った く新 しい環境 のなかで,マ オ リの

伝統的な社会制度がどの程度維持 されてい るか とか,都 市 における社会関係のあ り方

とか,任 意集 団がいかに機能 して いるか,と い ったよ うな問題が,フ ィール ド・ワー

クを もとに して研究 されて いる。今後のマオ リ研究 において,こ の都市居住マオ リ人

の研究は もっとも実 り多 い分野で あるとお もわれる。 そ して,都 市生活のなかにおけ

るマオ リの伝統文化の研究が,そ の中核を 占めるよ うにお もわれる。

 蛇 足になるが,オ ーク ラン ド市 は,現 在世界 で もっとも多数 のポ リネシア人が居住

す る都市 として有 名である。サモア,ト ンガ,ク ック,ニ ウェ,ト ケ ラオをは じめ と

す る,ポ リネ シアの島々か ら,多 くの ポ リネ シア人 が職 を求 めて,オ ー クラン ド市 に

移住 して きてい る。そのため,オ ークラン ド市 に居住 する,ポ リネシアの各島の島民

の研究が,多 くの学者によ ってお こなわれてい る。た とえば,オ ークラ ンド市 に居住

す るサモ ア人 コ ミュニテ ィーの研究 と しては,A・J・c・Macpherson[1970], D. Pitt

とA・J・c・Macpherson[1971,1974], A・D. Trlin[1975]な どが ある。 また,ク

ック諸島か らの移 民については,A・Hooper[1961]やP. H. Curson[1970a]の 研

究が あ り,ニ ウェ島か らの移 民の研究 として は,A. C. WalshとA. D. Trlinの も

のがある[WALSH&TRLIN l 973]。 このほか, トケ ラオ諸 島か らの移 民について

も調査が現在進行中であ るが,ま だ,研 究成果 は発表 されていない。 なお,オ ーク

ラン ド市 にお けるポ リネ シア島民の居住分 布について は,P. H. Curson[1970]が 要
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領 よ くまとめている。

9.そ の 他

 マ オ リ人 は,白 人 と文化接触後,白 人の支配 に抵抗す る形でい くつかの土着主義運

動 を組織 した ことで有 名で ある。 それ らの うちの多 くは,天 啓を うけた予言者 に指導

され た宗教運動であ る場合 が多 い。パパ フ リヒア運動がその最初 のものであ り[WIL-

soN l965;PARR l 969],そ の後ハ ウハ ウ運動[BAGGAGE l937;WINKs 1953],リ

ンガツ運動[GREENwooD 1942;MIsuR l 971],ラ タナ運動[HENDERSON l 965, ,

1972]な どが相次いでお こってい る。 そ して,こ れ らのマオ リにおける予言者 運動 を

比較研究す る試 み もある[LYONS l970;石 森1974]。

 マ オ リにお ける土着主義運動 は,予 言者によ る宗教 運動 だけに限定 され るものでは

決 してない。む しろ,政 治運動 と しての色彩の強い ものもある。た とえば,マ オ リ王

国運動な どは,マ オ リ・ナ ショナ リズム に支 え られた 土着主義運動 である。 この運

動 については,第 一次資料が 比較的 ととの って いるにもかか わ らず[GORST l864;

KERRY-NICHOLLS l 884],人 類 学的視点か らの研究は皆無 である。 土着主義 運動 と

いう集合 行動 がいか なるメカニズムによ って可能 とな ったかについて,も っと研究 を

すす める必要 がある。 マオ リ人がお こ した,い くつかの土着主義運動 については,そ

の点資料が比較 的 ととの ってい るので,も っと新 たなる視点か らの分析 が可能 のよ う

におもわれ る。 このほか,マ オ リ人 と白人とのあいだにおける人種関係 の問題 がある。

ニ ュー ジー ラン ドにおける 人種関係を 論 じた ものと して は
,J. Harre[1962,1965]

の 仕 事が もっとも重要で ある。 また,Harre[1966]は,マ オ リ人 と白人 のあいだ に

お ける異民族 間結婚 をた くみ に分析 している[HARRE I 966]。 また, James Ritchie

は,ニ ュージー ラン ドの6つ の コ ミュニテ ィーを選んで,そ こにおける人種 関係を比

較研究 している[James RITcHIE 1964]。
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